
特許概要：
本発明の海底泥中フミン物質の簡便な分離方
法は、これまでの抽出法が煩雑であったため、ほ
とんど利用されなかった海底泥中のフミン物質を
簡便に分離回収する方法であり、水系の底部に
存在する泥と水ガラスとを、水ガラスの重量比で
5%から30%の範囲において混合し200℃～300℃
の温度範囲で焼成固化する。該固化物を水に浸
透させることにより、フミン物質を溶出させ、フミン
物質水溶液を得る。

用語解説：
フミン物質とは、河川、湖沼、土壌、底、などの中
に含まれている物質であり、動植物の遺体や排
泄物の化学的・生化学的な分解、又は微生物に
よる合成の結果、生成する複雑な化学構造を有
する有機物質である。一般的には、土壌や底泥
中において分解・生成され、酸性、親水性、高分
子電解質であり、分子量は数百から数十万にわ
たっている。又、主に芳香族からなり、カルボキシ
ル基、フェノール性水酸基、カルボニル基、水酸
基などの官能基を有している。

ユーザー業界：

○農業分野
○水産分野
○廃棄物処理業
○水処理施設

市場性：
これまでほとんど利用されていなか
った海底泥中のフミン物質を有効利
用でき、農薬などの肥料の分野にお
いて新規な効用の開拓に繋がる。ま
た、フミン物質が溶出した後の焼成固
化物は、ブライアッシュやボトムアッ
シュと比較して、格段に土壌改良材
や土盤材として利用され幅広い用途
が見込まれる。
本発明により廃棄物である海底汚
泥を有価物に転換させることが可能
である。
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